
戸

曲
民
感
博
士

近

藤

高

太

良E

小
多
の
性
状
主
検
査
等
級
三
の
閥
係
に
就
・
て海

野

フロ

太

郎

て
緒

冒

小
委
の
品
質
改
善
を
奨
働
す
る
に
は
、
そ
の
生
産
品
を
検
査
し
て
等
般
を
定
め
、
債
格
に
差
異
を
附
く
る
在
最
も
弛
果
的
た
り
と
す
。
卸

ち
今
年
よ
り
園
管
と
し
て
、
米
婆
の
検
査
を
施
行
す
る
に
至
れ
る
は
、
之
に
よ
っ
て
全
国
一
貫
粍
米
褒
の
品
質
向
上
を
圃
ら
ん
と
す
湾
も
の

友
る
べ
し
・
米
安
の
み
た
ら
や
一
般
農
産
物
は
、
之
が
増
産
を
奨
働
す
る
と
共
に
、
そ
の
品
質
の
向
上
を
固
り
て
、
良
質
の
も
の
を
生
産
せ

ざ
る
べ
か
色
守
。
更
に
そ
の
貯
臓
法
を
完
全
に
し
て
、
生
産
後
の
減
損
を
防
止
す
る
と
と
緊
要
た
り
。
帥
ち
今
日
量
物
の
確
保
に
嘗
り
て
は

増
産
、
品
質
改
善
及
び
貯
離
安
全
を
以
て
そ
の
基
本
要
件
と
注
す
。

大
原
農
業
研
究
所
に
於
て
は
、
夙
陀
小
菱
の
性
般
に
閥
し
て
研
究
を
開
始
し
て
‘
中
津
、
本
庄
、
岡
及
び
著
者
等
は
、
之
が
研
究
に
従
事

し
、
就
に
護
表
し
た
る
論
文
も
一

O
絵
篇
あ
り
。
著
者
等
は
、
関
東
地
方
七
府
鯨
下
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
、
且
台
、
そ
れ
ぞ
れ
の
府
牒
農
産

物
検
査
所
に
於
て
等
扱
を
附
せ
ら
れ
た
る
小
奈
の
試
料
寄
贈
を
受
け
た
る
が
段
に
、
故
に
そ
の
小
委
の
性
肢
を
調
査
し
て
、
性
献
と
検
査
等

、.J

、‘ノ、，
J
e

、，，

。o
a
'
R
U
l
e
o

組
と
の
閥
係
を
調
査
せ
り
。
既
に
報
告
せ
し
中
樺
《
本
庄
氏
〈
(

t
等
の
結
果
と
恰
も
重
複
し
た
る
観
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
そ
O
生
産
地

方
及
び
品
種
を
異
に
す
る
が
故
に
、
故
に
そ
の
結
果
を
報
告
し
、
更
に
等
級
決
定
の
規
準
考
察
に
一
歩
を
準
め
ん
と
す
る
な
り
。

小
饗
の
性
候
と
検
査
等
級
、
と
の
関
係
に
就
き
て

一
六
七



A
V
裂
の
怪
伐
と
検
査
等
温
僚
と
の
園
周
係
に
滋
き
て

一
六
凡

既
報
の
研
究
並
に
此
研
究
の
目
的
た
る
や
‘
小
委
に
等
級
を
附
す
る
に
は
、
如
何
な
る
性
棋
に
つ
き
で
検
査
す
べ
き
か
、
如
何
た
る
性
扶

に
就
き
て
特
に
重
離
を
置
く
べ
き
か
を
決
定
す
る
に
あ
り
。
と
れ
が
矯
め
に
は
、
多
年
各
鯨
穀
物
検
杢
所
に
於
て
経
験
的
に
附
興
し
た
る
等

担
原
を
賓
際
に
は
大
髄
に
於
て
相
遣
な
き
も
の
と
認
め
、
先
づ
諸
性
般
を
分
析
的
に
調
査
し
て
、
等
級
と
そ
の
性
般
と
の
闘
係
を
明
か
に
し
て

逆
に
合
成
的
に
如
何
な
る
こ
、
一
一
一
性
棋
に
重
感
を
置
き
で
検
奈
す
れ
ば
、
等
級
を
正
し
く
決
定
し
得
ペ
き
か
を
究
明
す
る
に
あ
り
と
云
ム
ペ

し• 本
報
告
に
於
て
は
、
首
所
に
於
て
抵
に
費
表
し
た
る
成
績
、
並
に
此
試
験
に
於
て
得
た
る
結
果
を
温
め
て
、
小
委
の
性
棋
と
検
疫
等
綾
と

の
聞
係
を
考
察
せ
ん
と
す
.-

-
、
従
家
の
軒
究
成
績

近
藤
等

α
《
昭
和
一
一
一
年
)
は
或
る
四
膝
下
に
産
し
、
其
臓
の
襲
物
検
査
所
に
於
て
等
蔽
を
附
し
た
る
小
委
四
一
試
料
を
得
て
、
之
に
つ

き
て
、
外
観
的
性
紙
、
純
潔
歩
合
、
他
作
物
種
手
、
雑
草
種
子
、
有
機
爽
雑
物
、
無
機
爽
雑
物
の
各
含
量
歩
合
、
試
料
一
同
中
の
雑
草
種
子

粒
致
、
千
粒
重
、
千
粒
の
容
積
(
大
さ
〉
、
容
積
重
〈
1
一4
立
重
〉
、
比
重
、
水
分
合
重
、
護
芽
歩
合
等
恰
も
種
子
検
葺
の
項
目
に
準
じ
て
調

査
し
、
調
盗
項
目
と
等
級
と
の
閥
係
を
精
査
し
た
る
に
、
何
れ
の
項
呂
も
小
委
の
等
級
に
直
接
聞
係
あ
る
べ
き
も
の
な
る
も
、
就
中
外
観
的

性
欣
、
千
粒
重
〈
大
さ
V

及
び
容
積
重
は
、
等
般
に
最
も
密
接
な
る
関
係
あ
る
を
認
め
た
り
。
戎
い
て
、
純
潔
歩
合
、
他
作
物
種
子
、
雑
草

種
子
、
有
機
爽
雑
物
等
も
等
般
決
定
に
多
少
の
関
係
を
示
せ
る
場
合
あ
り
た
り
。
之
に
反
し
て
比
重
、
水
分
合
量
、
強
芽
歩
合
等
は
飴
り
閥

係
た
か
り
し
も
、
そ
の
程
度
に
よ
り
て
等
紐
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
は
言
ふ
迄
も
無
し
。
今
日
小
委
は
主
と
し
て
肉
眼
審
夜
と
充
貰
並
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書
籍
、
ゆ
(
噛
む

Z---M穴
中
時
陣
(
噛
h
v

に
粒
捕
に
よ
り
て
そ
の
等
扱
は
決
定
せ
ら
る
L
が
如
し
・
以
上
の
結
果
よ
り
著
者
等
は
外
観
的
性
妹
、
手
・
粒
重
、
純
潔
歩
合
、
水
分
合
量
、

一
栢
重
(
均
v
、
費
芽
歩
合
の
六
項
、
或
は
そ
の
内
の
五
項
、
或
は
四
項
に
よ
り
て
、
弐
式
の
如
〈
審
寮
離
そ
附
す
る
と
と
を
得
ペ

L
1と
撞
ペ

た
り
。

。
・
:
掛
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槻
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唱
も
出
+
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M
l
云
+
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リ
哨
複
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・
∞
湖
特
槻

而
し
て
、
右
の
方
法
に
之
る
評
慰
の
結
果
は
、
現
今
決
定
せ
ら
る
L
等
級
に
よ
く
一
致
せ
る
故
に
、
質
際
的
に
は
受
賞
な
る
べ
し
と
云
へ

り
満
過
に
於
て
小
菱
の
等
級
を
決
定
す
る
に
ト
ロ
=
ツ
ケ
許
一
債

3
2回目

-
A
g
B
W
3
3
5
院
内
よ
る
と
と
あ
え
之
は
容
積
重
信
巴

水
分
合
量
及
び
蛋
白
質
の
一
一
一
項
審
奈
に
よ
乞
も
の
に
し
て
、
測
定
債
を
そ
の
ま
L
附
賠
と
た
す
と
と
前
例
の
如
し
・
而
し
て
此
方
法
は
賓
際

に
よ
く
誼
合
す
と
云
へ
る
が

(
N
m
R
M
S
-
p
z
E
O
Z
E
&
2
2
8・
5
H
Hミ
l
H
2・
5
留
v
、
著
者
等
の
研
党
に
於
て
は
、
そ
の
適
用
慣
値

に
つ
き
研
究
す
る
に
至
ら
寄
り
章
、

近
藤
。
(
昭
和
一
四
年
V

は
更
に
他
の
七
府
牒
農
産
物
検
査
所
よ
り
各
等
標
準
の
小
指
雰
囲
O
試
料
の
寄
憶
を
受
け
て
、
前
回
と
同
}
の
方
法

ιvE置
の
笹
紙
、
と
検
査
等
級
と
の
関
係
に
抗
き
て

一
六
九



-
小
饗
の
燈
伏
と
検
査
等
級
と
の
関
係
に
就
き
て

一七
O

に
よ
り
て
項
目
と
等
績
と
の
閥
係
を
調
委
し
た
り
.

4

そ
の
結
果
調
査
項
目
《
前
聞
に
閉
じ
V

は
何
れ
も
小
委
の
等
綾
決
定
に
開
係
あ
る
は
勿

論
な
る
が
、
特
に
壊
す
と
音
色
、
史
観
的
性
妹
、
仰
千
粒
重
、
問
予
粒
の
容
積
、
客
室
、

ω比
重
ま
あ
が
故

ι、
現
在

は
外
観
と
粒
の
大
小
、
充
賓
と
に
よ
り
て
等
級
は
決
定
せ
ら
れ
た
る
右
認
め
、
前
回
報
台
せ
し
小
委
の
場
合
に
も
一
致
し
た
り
。
小
委
の
等

級
は
以
上
の
項
目
の
外
に
硝
子
率
、
製
粉
歩
合
、
・
歎
質
の
量
並
に
質
及
び
分
析
等
に
よ
り
て
決
定
す
べ
き
も
の
た
る
も
、
是
等
は
外
観
的
性

紙
、
千
粒
重
、
容
積
重
、
比
重
等
と
関
聯
す
る
が
故
に
、
前
述
の
物
理
的
性
質
に
よ
り
て
、
間
接
に
粒
の
内
容
を
も
白
川
り
縛
べ
し
と
越
ぺ
、

且
つ
評
賄
の
場
合
は
、
或
は
唯
外
観
的
性
欣
〈
Q
)
、
千
粒
重
〈
W
〉
、
容
積
重
〈
H
〉
の
三
項
に
で
も
足
る
べ
し
と
て
、
、
共
の
式
を
も
掲
げ
た
り
。

。
+
当
+
出
H
酬
明
裡
・
:
川
温
掛
糊

又
砂
有
‘
土
粒
は
偲
令
少
量
に
で
も
、
小
菱
の
食
品
的
償
値
を
損
す
る
と
企
大
な
る
放
に
、
之
町
一
項
と
し
て
、
試
料
一
同
中
に
含
ま
る

る
砂
石
土
の
粒
散
の
一

O
分
の
一

〈
又
は
一

O
O
g
中
の
粒
数
〉
を
そ
、
ま
L
負
敷
と
し
て
評
貼
に
加
へ
得
る
と
と
を
も
述
べ
た
り
。

上
越
二
回
の
著
者
等
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
小
委
の
現
行
等
般
に
最
も
密
接
な
る
関
係
あ
り
と
認
む
る
は
、
∞
外
観
、
仰
予
粒
重
《
中
へ
さ
て

及
び
仰
容
積
重
の
三
項
怠
る
が
如
く
、
純
潔
歩
合
、
比
重
、
水
分
等
は
、
右
三
項
中
に
包
括
せ
ら
る
ぺ
し
幡
宮
芽
歩
合
は
粒
.の
新
古
、
貯
離

の
良
否
、
成
熟
度
第
に
関
係
し
、
小
委
の
品
質
に
関
係
す
る
と
と
大
法
る
が
故
に
、
之
を
試
験
す
べ
き
な
れ

ε、
審
査
を
簡
単
た
ら
し
め
ん

が
矯
め
に
は
之
を
省
略
じ
て
、
代
り
に
外
観
に
て
大
慢
に
新
古
、
貯
蹴
の
良
否
、
成
熟
度
等
を
判
定
す
、
る
も
可
た
ら
ん
.

中
樺
氏
め
《
昭
和
ご
二
年
)
は
七
腕
農
産
物
検
査
所
よ
り
五
品
種
二
七
試
料
の
小
委
の
分
譲
を
号
、
そ
の
芸
品
質
と
の
閥
係
を
調
査

せ
り
。
特
に
小
萎
の
物
理
的
性
質
、
製
粉
歩
合
、
小
委
粉
の
品
質
に
つ
き
で
試
験
せ
り
。
そ
の
結
果
等
般
に
特
に
密
接
な
る
開
係
あ
る
は
、

仰
千
粒
重
、
相
容
積
重
な
り
。
北
量
も
亦
捌
係
あ
り
。
水
分
は
殆
ん
ど
無
関
係
な
り
。
等
級
は
製
M
W
歩
合
と
開
係
あ
る
筈
な
れ
ど
、
大
慢
に

， 



は
製
掛
歩
合
に
密
接
の
開
係
あ
り
。
さ
れ
ど
屡
h

一
致
せ
ざ
る
場
合
あ
・
り
た
り
。
比
重
ー
と
製
粉
歩
合
と
は
償
ゅ
の
例
外
h
T
除
き
で
比
岐
的
に

等
極
上
位
の
小
委
程
製
粉
歩
合
大
な
る
の
傾
向
を
認
め
た
れ
ど
、
屡
』
高
等
級
と
製
粉
歩
合
と
の
一
致
せ
ざ
る
も
の
あ
り
た
り
。
小
褒
勝
の
色

津
に
於
て
は
、
上
位
の
小
奏
程
良
好
た
h
v
。
蛋
白
質
含
量
は
等
級
聞
に
莱
異
泣
か
り
き
。
製
粉
歩
合
と
他
の
性
質
と
の
開
係
を
見
た
る
に
、

千
粒
重
の
犬
な
る
小
奏
は
少
し
〈
製
粉
歩
合
も
中
へ
な
る
傾
向
を
認
め
た
れ

ε、
爾
者
必
や
し
も
常
に
一
致
す
る
を
見
る
と
と
か
仏
し
・
容
積
重

よ
く
一
致
せ
り
。
水
分
合
量
と
製
掛
歩
合
と
の
開
係
は
不
明
な
り
き
。

右
中
揮
氏
の
結
果
に
上
る
も
現
行
等
額
決
定
に
最
も
開
係
あ
る
は
、
千
粒
重
及
び
容
積
重
に
し
て
、
弐
い
で
比
重
念
り
と
・
氏
は
外
観
的

性
棋
を
特
に
審
査
項
目
と
し
て
掲
げ
ざ
り
し
も
、
肉
眼
審
査
に
よ
っ
て
現
等
級
が
定
ま
る
が
故
に
、
外
観
が
章
一
大
項
目
た
る
は
認
め
居
る
麗

た
り
。
さ
れ
ば
氏
の
研
究
に
よ
る
も
、
間
外
観
、
仰
千
粒
重
、
明
容
積
重
が
主
要
項
目
に
し
て
比
重
之
に
戎
ぞ
と
云
ふ
ベ
く
、
近
松
崎
等
の
曇

。
費
表
に
全
く
一
致
す
る
揖
た
り
。

戎
に
怠
・
庄
氏
4
《
昭
和
二
ハ
き
は
北
は
北
海
道
よ
り
南
は
鹿
児
島
に
至
る
聞
の
、
代
表
的
九
牒
並
に
朝
鮮
の
各
検
茶
所
よ
り
、

A
げ
計
二
七

種
八
八
賠
の
試
料
の
寄
贈
を
受
け
て
、
現
行
等
級
と
小
褒
の
物
理
的
並
に
化
事
的
性
質
と
の
開
係
に
就
き
て
調
査
研
掛
川
せ
り
。
そ
の
結
果
、

外
観
的
概
評
賭
は
現
行
等
紐
と
極
め
て
よ
く
一
致
す
る
は
言
ふ
迄
も
た
く
、
等
板
上
位
た
る
程
大
粒
の
配
分
歩
合
多
〈
、
粒
は
整
一
た
り
e

さ
れ
ど
現
行
等
紐
と
水
分
合
量
と
の
閥
係
は
稀
薄
な
り
@
上
位
等
級
が
下
位
等
扱
に
比
し
て
乾
燥
不
良
な
る
も
の
佐
々
あ
り
た
り
1

容
積
重
、

千
粒
重
、
比
重
は
等
般
に
一
致
す
。
製
粉
歩
合
は
等
蔽
低
下
に
伴
ひ
て
梢
逓
減
し
た
り
。
叉
製
粉
歩
合
は
容
積
重
、

t粒
重
及
び
比
重
に
密

接
の
開
係
あ
る
を
見
た
り
。
就
中
、
容
積
重
に
於
て
最
も
開
係
深
く
、
千
粒
重
之
に
央
官
c
、
比
重
は
そ
の
次
に
あ
り
た
り
。

共
に
各
試
料
に
つ
き
で
分
析
を
行
ひ
た
る
に
、
現
行
等
級
と
蛋
白
質
含
量
と
の
聞
に
は
、
極
釣
.
て
微
弱
な
る
正
の
相
闘
を
認
む
る
に
過
ぎ

小
耳
置
の
管
紋
と
検
査
等
級
、

P

」
の
欄
岨
聞
に
就
き
て

七



A
P
E
E

の
性
状
、
ι
倹
査
等
級
と
の
聞
係
に
就
き
て

七

ゃ
。
叉
例
外
あ
れ
ど
、
等
紐
下
位
程
昨
肪
含
量
は
増
大
し
、
検
査
等
級
と
脂
肪
含
量
と
は
微
弱
ゑ
る
負
の
相
闘
傾
向
を
認
む
る
に
止
ま
り
、

等
紐
ム
」
友
分
と
の
相
闘
は
認
め
難
き
程
度
に
し
て
、
繊
維
に
於
て
も
同
様
、
農
水
化
物
と
は
微
弱
ゑ
る
正
的
相
闘
k

係
に
あ
り
と
.
叉
現
行

等
極
み
ト
ロ
ユ
ツ
ケ
評
債
《

3
5
}固
い
門
事

g
島
市
毛
布
H
H
N

島
C
と
の
聞
係
を
見
た
る
に
、
相
官
高
き
相
開
係
訟
を
一
不
し
、
検
益
等
般
の
上
位
程

ト
ロ

--wJ
ケ
静
慣
は
高
く
、
従
っ
て
品
質
の
良
好
た
る
を
示
す
と
・

右
本
庄
氏
の
研
究
に
よ
る
も
、
現
行
等
級
に
最
も
密
接
訟
る
は
、
外
観
的
性
株
、
容
積
重
、
千
粒
重
に
し
て
、
比
重
之
に
弐
げ
h
v
e

乾
燥

程
度
は
飴
り
考
慮
せ
ら
れ
宇
。
化
畢
成
分
と
し
て
は
、
等
離
と
の
聞
に
願
著
た
る
聞
係
あ
る
も
の
無
し
・
ト
ロ
ユ
ツ
ケ
評
債
と
は
可
た
り
よ

く
一
致
す
る
を
静
め
た
h
y
.

よ
っ
て
外
観
的
性
扶
、
容
積
重
、
千
粒
重
の
三
項
叉
は
比
重
を
加
へ
て
四
項
が
等
紐
に
密
接
の
閥
係
あ
り
と
云

ふ
ベ
し
、
之
又
著
者
等
の
既
越
の
研
究
結
果
に
同
じ
.
・

本
庄
氏
。
n
昭
和
一
七
年
)
は
又
四
圏
、
中
周
一

O
牒
農
産
物
検
査
所
よ
り
等
扱
標
準
品
四
O
離
の
寄
贈
を
受
け
て
、
多
数
項
目
に
分
ち
て

調
禿
し
、
現
行
等
級
選
定
法
の
誼
否
を
判
断
し
、
等
扱
規
格
の
決
定
に
費
し
た
り
・
研
究
の
結
果
、
調
奈
せ
し
二
0
項
目
を
九
項
目
に
掴
め

て
附
艶
方
法
在
提
案
せ
り
。
さ
れ
H

と
そ
の
項
目
に
は
手
般
を
要
し
て
、
多
数
の
試
料
に
就
き
て
行
ひ
縛
ざ
る
も
の
あ
り
た
り
。
而
し
て
賓
際

的
に
は
仰
外
観
的
性
航
、
仰
央
雑
物
(
異
常
粒
b
z
含
む
)
m
w
容
積
重
、
仙
川
千
粒
重
の
四
項
目
に
重
賭
を
置
く
ペ
し
と
云
へ
り
。

本
控
民
明
(
昭
和
一
七
年
〉
は
又
岡
山
鯨
下
の
小
葬
新
中
長
二
五
六
賠
を
各
検
査
所
の
斡
旋
に
よ
り
て
蒐
集
し
、
之
が
品
質
に
闘
す
る
統
計

的
研
究
を
行
ぴ
た
り
。
そ
の
結
果
に
よ
る
も
、
上
位
等
級
程
容
積
重
及
び
千
粒
重
は
大
に
し
て
そ
の
等
叡
格
差
判
然
た
り
・
粒
の
光
津
主
」
等

紐
と
は
密
接
の
闘
係
に
b
・p
・
水
分
含
量
に
就
き
で
は
等
級
格
差
を
認
め
・
?
・
何
れ
も
よ
く
乾
燥
し
た
り
。
蛋
白
質
含
量
に
就
て
も
、
等
般

格
差
赴
く
、
大
檀
に
略
一
定
し
た
り
。
唯
検
奈
に
営
h
p
、
蛋
白
質
合
量
の
多
少
を
或
程
度
ま
で
粒
色
に
て
推
知
し
得
ぺ
し
・
而
し
て
此
研
究， 



に
よ
れ
ば
、
小
委
の
等
級
決
定
に
は
粒
の
容
積
重
、
千
粒
重
並
に
粒
の
色
漂
に
重
織
を
置
く
べ
き
を
認
む
る
庶
民
ν
と
遠
ぷ
・

以
上
近
藤
、
中
津
、
本
庄
等
の
研
究
に
よ
れ
倍
、
現
行
小
葬
等
級
に
よ
く
一
致
す
る
は
、
そ
の
m
w外
観
的
性
放
(
爽
雑
物
の
多
少
、
粒
形
、

粒
捕
、
色
揮
、
臭
等
一
切
を
含
む
〉
、

ω容
積
重
、
間
千
粒
重
の
〕
コ
黙
に
し
て
、
之
に
弐
ぎ
で
は
比
重
た
り
。
水
介
含
量
、
成
分
等
に
就
き
て

は
考
慮
せ
ら
る
と
と
念
し
・
今
右
の
逝
僚
件
を
以
て
等
級
生
決
定
す
る
と
と
は
標
営
去
ら
ざ
る
が
如
き
も
、
外
観
的
性
眠
、
容
積
重
及
び
千

-
粒
重
の
三
項
は
等
級
に
密
接
の
開
係
あ
る
が
故
に
、
此
一
一
一
項
目
に
暗
黒
賦
牢
置
き
て
等
級
を
決
定
す
れ
ば
、
現
行
等
級
に
一
致
す
る
は
勿
論
、

小
萎
の
賓
際
的
慣
値
に
一
致
す
る
も
.
の
と
思
惟
せ
ら
る
L
左
り
・
水
分
合
量
は
等
級
決
定
に
貫
要
項
目
た
る
放
に
、
之
を
除
外
す
る
と
と
は

不
合
理
な
れ
ど
‘
水
分
合
量
は
容
積
重
の
主
要
因
子
去
る
放
に
、
容
積
重
に
官
民
駒
b
E
置
く
は
畢
寛
水
分
合
量
に
も
重
拡
を
置
く
と
と
た
る
が

一
身
水
分
合
量
を
検
奈
ず
る
と
と
の
必
要
な
る
は
勿
論
な
る
も
、
賓
際
に
於
て
は
此
手
散
を
省
略
す
る
も
可
た
h
v
。
蛋
白
質
の
多
少

故
に
、

は
色
揮
に
よ
り
て
判
定
{
大
髄
〉
せ
ら
る
h
放
に
、

一
々
之
が
析
出
を
ば
省
略
す
ぺ
し
・
か
く
考
察
し
来
る
時
は
右
三
項
に
於
て
、
失
の
如

〈
種
々
の
性
棋
を
包
含
審
査
し
得
ぺ
し
・

(1) 

一
般
的
外
観
性
欣

1
色
揮
、
爽
雑
物
、
粒
航
、
乾
燥
、
蛋
白
質
量
等

(羽

重

1
粒
の
充
貰
度
、
粒
航
、
爽
雑
物
、
乾
燥
、
比
重
、
粒
質
等

..，.， 
乍?

積

(3) 

重

1
粒
の
大
小
、
充
賓
、
粒
揃
等

千

粒

さ
れ
ば
右
三
項
b
L
必
須
項
目
と
し
て
、
之
に
加
ふ
る
に
特
別
の
必
要
に
癒
巳
て
他
の
項
目
を
迫
加
す
ぺ
し
・
例
へ
ば
貯
蔵
の
矯
め
乾
燥
に

最
‘
重
き
を
置
く
可
き
時
は
、
水
分
合
量
の
一
項
を
迫
加
し
、
或
は
蛋
白
質
に
特
に
重
黙
を
置
〈
時
は
蛋
白
質
含
量
b
E
測
定
し
て
迫
加
す
J
叫

〈
、
又
種
子
と
し
て
用
ふ
る
矯
め
に
は
穫
芽
歩
合
を
検
定
し
て
之
を
加
ふ
る
が
如
し
・
而
し
て
附
黙
と
し
て
は
一
般
的
外
観
は
一

O
Oを
浦

小
園
町
の
管
紙
、
と
積
書
且

e
a吃
の
聞
係
に
蔵
き
て

‘七一一一



供
養
の
笹
似
と
機
査
等
級
M
V

の
鳳
係
に
就
き
て

一
七
回

離
と
し
て
、
審
査
員
の
主
観
に
よ
り
て
附
臨
ナ
ぺ
く
‘
容
積
重
は
一
踊
の
重
量
均
の
数
〈
或
は
1
一4
立
重
の

g
歎
v
、
千
粒
重
は
そ
の

g
教
を

充
で
L
用
ふ
る
時
は
簡
単
に
し
て
可
た
り
。
費
芽
歩
合
の
時
は
そ
の
費
芽
歩
合
J%
の
資
数
、
水
分
は
ト
ロ
-
一
ツ
ケ
の
如
く
、
そ
の
水
分
合
量

dz負
数
と
す
ペ
〈
、
蛋
白
質
は
そ
の

dpの
賓
数
を
加
ふ
れ
ば
可
た
り
。
要
は
賓
際
に
於
て
賓
行
に
便
利
な
る
を
必
要
と
す
・
若
し
主
要
三

項
の
評
黙
に
比
し
て
、
水
分
合
量
並
に
蛋
白
質
合
量
の
評
賠
が
飴
り
に
過
小
た
る
時
は
、
二
倍
と
し
て
用
ふ
る
も
可
た
り
。
例
へ
ば
、
水
分

ロ
ム
ミ
な
る
時
は

l
h
x・
ぬ
と
し
て
用
ひ
、
蛋
，
由
貿
含
量
巴
・
ω
ミ
な
る
は
+
m
w
N
・0
と
し
て
計
算
に
入
る
L
が
如
し
，

以
上
は
営
所
に
於
け
る
従
来
の
研
究
の
綿
括
及
び
そ
れ
に
つ
き
で
の
考
察
を
述
べ
し
も
の
た
り
。
次
に
本
試
験
に
就
き
て
遠
ぺ
ん
と
す
。

三、

試

料

昭
和
一
六
年
臨
本
庄
氏
が
茨
按
、
千
葉
、
神
奈
川
、
東
京
、
埼
玉
、
栃
木
、
群
馬
の
七
府
臓
の
農
産
物
検
奈
所
に
依
頼
し
て
、
各
府
臓
に

於
け
る
昭
和
一
六
年
産
小
委
の
検
査
等
級
品
の
分
譲
を
受
け
て
、
検
査
等
級
と
品
質
と
の
閥
係
に
つ
き
て
調
茶
せ
ん
と
金
壷
し
た
り
。
然
る

に
同
氏
は
研
究
に
着
手
せ
守
し
て
逝
去
せ
し
が
放
に
、
梅
野
が
之
に
代
り
て
研
究
を
績
行
せ
り
。
そ
の
目
的
は
本
庄
及
の
意
固
の
如
く
、
現

行
等
訟
を
検
討
し
て
、
以
て
将
来
に
於
け
る
小
委
等
叡
規
格
設
定
の
費
料
を
提
供
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
。
試
料
の
分
譲
を
受
け
た
る
検
査
所

名
、
小
委
品
種
名
及
び
等
級
は
戎
の
如
し
.
そ
の
数
二
O
試
料
な
り
。

茨
城
鯨
農
産
物
検
査
所

英

一
ー
四
等

白

千
葉
牒
同

林

農

抗

七

一l
同
等

一
脚
奈
川
麻
同

埼

玉

二

七

披

一
等

湘

南

一
、
二
、
四
等

白
ダ
ル
マ

二
、
四
等



栃
木
腕
同

閥

取

I I 
四四
等・等

東
京
府
同
、

埼

玉

二

七

披

一l
l
四
等

埼
玉
嬬
同

白
建
摩
埼
一
一
抗

群
馬
牒
同

埼

玉

二

七

蹴

ア
l
四
等

各
検
査
所
に
於
け
る
等
級
決
定
は
衣
の
如
き
方
法
に
よ
れ
り
と
e

関
東
区
〈
右
記
各
府
鯨
)
各
府
鯨
の
検
査
所
よ
り
候
補
小
菱
を
持
ち
寄
り
、
協
議
の
上
、
等
級
標
準
を
定
め
、
各
府
牒
は
之
に
基
き
府
牒

内
協
議
合
を
聞
き
、
府
麻
内
小
窓
会
検
査
等
級
槙
単
品
を
定
め
た
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
審
査
は
肉
眼
の
み
に
よ
る
も
の
去
り
。

教
に
試
料
を
寄
贈
せ
ら
れ
た
る
七
府
鯨
農
産
物
検
査
所
に
封
し
探
茜
の
謝
意
を
表
す
。

園
、
調

査

項

目

調
査
項
目
並
に
調
査
方
法
は
是
迄
著
者
等
並
に
本
庄
民
の
行
ひ
し
慮
に
同
じ
。
即
ち
そ
の
調
査
項
目
は
戎
の
如
し
・

爽
雑
物
歩
合
、
一

o
o
g中
の
異
種
子
〈
雑
草
並
に
他
作
物
種
子
V

粒
敷
、
被
蒋
小
萎
粒
敷
、
病
議
害
粒
致
、
汚
染
粒
数
及
び
屑
粒
数
、

小
委
の
容
積
重
、
千
粒
重
、
比
重
、
水
分
合
量
、
乾
歎
量
及
び
製
粉
歩
合

玉
、
調

査

結

呆

前
記
調
査
項
目
に
就
き
ゅ
ん
調
査
せ
し
結
呆
は
、
第
一
表
乃
至
第
四
表
の
却
し
。

-小
委
の
凶
芭
燃
と
機
査
等
級
と
の
翻
係
に
就
き
て

一
七
五
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第一表 11、妻中の爽雑物歩合、異種子教及び被蒋粒教

爽雑駒歩合(%) 1種∞子g申粒敏の異 1被t氾FgF粒申の敏
府綜名 品穂名

一等|二等|三等|四等一等|二等|三等|四等一等|二等|三等|四等

茨城 白 爽 0.01 。0.02 O.O~ 。。1 。。。2 7 

千葉 島桃七観 。。0.01 。。。。。。。。3 

埼玉二七蹴 O.叩 0.01 一 0.06 2 1 一 4 2 4 一 5 

湖南 0.03 4 1 

白 !J( ~t- "<t 0.01 0.11 1 3 1 6 

東京 埼玉二『ゐ貌 O.但 。0.01 0.03 。3 。6 3 7 9 13 

埼玉 自遠目録埼一蹴 0.01 0.02 O.叩 0.07 。1 3 4 2 。1 4 

街木 関 取 0.01 0.01 O.句 0.04 1 2 。4 1 5 2 3 

群馬 埼玉二七続 。0.02 0.01 O.旬 。。2 5 。。3 3 

最 高 0.05 0.11 4 3 3 6 3 7 9 13 

最 低 0.01 。。。。。。。。、3

卒 均 0.01 O.句 0.05 0.8 1.0 1.0 3.5 1.3 2.5 2.8 5.5 

第二表小奏中の病害粒‘汚染粒及び局粒

1∞害g申の病 1α染)g中(1.) 1∞g中の間粒敏

府磨署名 品湾名
掻 flr敏 汚粒敏

一等|二等|三等四等 --等|三等|三等|四等一等|二等;三等|四等

茨城 白 爽 3 2 6 7 2 。5 8 。。4 16 

千葉 農体七鋭 。l 1 5 。。3 1 2 。2 7 

埼玉二七貌 1 。一 8 。1 一 2 。。一 2 

湘南 3 -. 1 ‘.- 。
白〆ルマ 。 6 。 7 。 2 

東京 埼玉二七続 。。。2 1 。3 2 。。2 4 

埼玉 自建摩埼一読 4 3 5 6 3 8 9 9 4 3 7 13 

街木 開 取 。2 3 。。。6 2 。。1 1 

群馬 埼玉二七貌 1 2 4 9. 2 3 12 5 。。3 4 

最 高 4 3 6 9 3 8 12 9 4 3 7 16 

最 低 。O. 。。。。3 1 。。1 1 

卒 均 1.5 1.3 3.2 5.4 L1 1.5 6.3 4.5 0.8 0.4 3.2 6.1 

小
委
の
位
叫
M
L
ι

織
査
等
級
を
の
関
係
に
就
き
て

七
六



(1) 

純

11 

度
〈
或
は
爽
雑
物
歩
合
〉

第
一
、
二
表
に
よ
れ
ば
、
等
級
の
下
る
に
従
ひ
て
、
爽
雑
物
歩
合
は
大
た
る
を
認
む
・
さ
れ
E
一
、
二
、
一
一
一
等
の
聞
に
は
そ
の
釜
大
た
ら

十
し
て
、
四
等
に
な
れ
ば
輸
大
た
り
。
試
料
一

o
o
g中
に
混
ぜ
る
異
種
子
粒
敷
、
被
蒋
粒
数
、
病
温
容
粒
数
、
汚
染
粒
数
及
び
屑
粒
般
に

於
て
も
等
離
の
下
る
K
従
ひ
て
、
そ
の
数
を
増
加
す
。
殊
に
三
、
四
等
に
な
れ
ば
そ
の
混
入
粒
数
大
な
り
。
此
結
果
よ
り
判
定
す
れ
ば
、
現
行

等
級
は
純
潔
度
と
密
華
去
る
関
係
あ
り
て
、
そ
の
紘
一
寸
艇
の
下
る
程
爽
雑
物
歩
合
が
多
く
、
異
種
子
、
被
梓
粒
数
、
病
議
客
粒
数
、
汚
染
粒
徹
、

屑
栓
数
等
が
多
く
含
ま
る
L
を
認
む
る
た
り
。
と
れ
も
と
よ
り
宮
然
の
事
に
し
て
、
逆
に
爽
雑
物
多
く
、
種
々
の
異
欣
粒
の
混
入
す
る
ζ

と

多
き
も
の
程
品
質
低
下
、
等
級
下
位
と
決
定
し
て
勿
論
差
支
た
し
・
既
報
の
如
く
著
者
等
が
小
萎
の
一
般
的
揖
観
性
献
を
審
奈
の
主
要
一
項

目
と
せ
る
は
、
此
純
潔
度
を
も
肉
眼
的
に
査
定
せ
ん
が
矯
め
た
り
。
若
し
審
査
に
於
て
純
潔
の
程
度
を
数
量
的
に
表
さ
ん
と
せ
ば
第
一
、
二

表
の
如
き
方
法
に
よ
る
べ
く
、
純
潔
歩
合
《
或
は
爽
雑
物
歩
合
〉
、
或
は
試
料
一

o
o
g中
に
含
ま
る
他
植
物
種
子
並
に
異
常
粒
散
の
綿
和

を
以
て
せ
ば
可
な
ら
ん
.

純
潔
歩
合
は
極
端
に
差
異
あ
る
試
料
間
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
数
景
的
差
異
〈
d

と
は
極
め
て
小
た
り
。
現
に
調
査
せ
し
試
料
聞
に
於
て

は
そ
の
差
前
甚
小
た
り
。
さ
れ
E
一

o
o
g中
に
含
ま
る
異
献
〈
他
作
物
種
子
も
含
む
)
粒
数
の
差
は
大
に
し
て
、
例
へ
ば
前
配
試
料
を
平

均
す
れ
ば
試
料
一

O
O
g中
に
令
ま
る
主
英
紙
粒
教
は
一
等
品
六
、
ご
等
ロ
間
六
、
一
一
一
等
品
一
七
、
四
等
口
間
二
五
な
る
が
如
し
・
是
等
の
監
を

負
動
車
と
し
て
許
駐
に
採
期
せ
ば
粒
の
性
献
を
如
貨
に
示
し
て
可
な
れ
E
も
、
他
の
性
棋
の
評
離
に
比
し
て
絵
り
其
差
が
大
な
る
虞
あ
る
が
故

に
、
そ
め

E
一2
を
繰
る
を
可
念
り
と
せ
ん
.
例
へ
ば
本
庄
民
及
び
著
者
等
の
賓
験
例
を
見
る
に
、
一
等
口
聞
と
四
等
品
と
に
於
て
異
紙
〈
他
作

物
種
子
も
含
む
)
粒
数
の
差
は
試
料
一

c
o
gに
つ
き
て
、
二
、
六
、
一
四
、

一
六
、
ニ

O
二
一
一
一
一
二
一
一
八
等
た
り
。
よ
っ
て
そ
の

1
E
を
採

A
F
B
R
@
樟
E

獣
&
佳
明
董
S
T
a
-
-と
@
銅
轟
慣
に
蹴
き
て

一
七
七
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第
三

表
小

委
の

容
積

重
.

千
粒

重
及

び
比

重

容
積

重
(
1
/
4
L
g
)

千
粒

璽
(

g
)

tむ
重

府
磨

署
名

品
麓

名

一
等

|
二

等
|

三
等

|
四

等
一

等
|

三
等

|
三

等
|

四
等

一
等

|
ニ

等
|

三
等

|
四

等

3長
域

自
1民

却
5
.
4

197.6 
193.0 

187.6 
お
.85

23.60 
2
1.回

19.田
1.372 

1.
筑到

B
1.349 

1 .328 I
 

千
襲

農
林

七
撹

194
.3 

1
国
.4

1
国

.7
1
国
.7

3
4
却

3
43

>
 

回
却

29.28 
1.3田

1.320 
1.316 

1
お

4

埼
玉

二
七

銃
2叩

.4
1
回
.3

一
173.9 

相
.12

38.44 
一

節
調

1.361 
1.323 

一
L
却
1

湘
南

却
12.
5

一
一

25.
80 

一
一

一
1.336 

一
一

一

白
ダ

ル
マ

一
194.6

戸

一
184.5 

一
2
1.92 

一
21.32 

1.372 
一

1Z
31

 

東
京
埼
玉
三
七
~

192.2 
1田

.3
18

1.6
 
174.4 

37.
却

3
6
.
~
 

31.52 
3
l
.
~
 

1.37
5

 
1. 筏

氾
1.326 

1.3:泡

埼
玉

白
逮
園
陸
場
一
環

198.7 
196.8 

192.3 
186.4 

22.臼
22.7

6
 

18.72 
18

却
L
3
74

 
1.374 

1.3::泡
1
却

2

街
木

関
取

却
4.0

196.2 
192.0 

100.8 
24.76 

泊
.
但

19.
河

国
.14

1.356 
1.333 

l.329 
1.322 

苦手
馬

埼
玉

二
七

貌
却
1
.0

100.4 
1
回
1.5

171.3 
41

却
羽

.75
指

.70
34

邸
1.
宙
8

1.371 
1
泊

5
1.
3
)
9
 

、
最

高
20

5.4 
197.6 

1田
.0

附
側

|
品

開
品

叩…
1.374

瑚H
畠

1
量主

低
192

.2 
1
8
9.4

 
18

1.6
 
1
74.4 

I
 22.64 

I
 21.92 

I
 18.7

2
 

18.14 
I

 1ぷ
36

I
 1.320 

I
 L316 

I
 1.aJ1

 

苧
均

2∞
.2 

1
倒

.1
1
回
.5

181.8 
I

 3L
7
5
 
I

 29.99 
I

 26.75 
26.;1.2 

I
 1.3臼

l
.
.
3
M
I

 1.332 
I

 1却
8



b
z
代
表
せ
し
む
る
も
・
丈
過
な
か
ら
ん
-

(2) 

向与

τr 

積

重

裁
に
1
一4
立
重

g
に
よ
る
容
積
重
を
比
較
す
る
に
、
既
報
の
結
果
と
同

t
4、
等
艇
の
下
る
程
規
則
正
し
く
、
そ
の
容
積
重
は
例
外
た
く

.沼
下
ナ
る
も
の
た
り
。
逆
に
容
積
重
の
大
な
る
も
の
は
、
等
艇
の
主
位
な
る
も
の
と
判
定
す
る
も
過
誤
な
き
程
、
そ
の
聞
の
開
係
は
密
接
な

り
。
而
し
て
そ
の
測
定
資
散
を
以
セ
評
離
に
嘗
う
る
も
蓋
支
た
し
と
一
宮
ふ
ぺ
し
。
前
記
試
料
の
平
均
に
於
て
、

一
等
品
と
四
等
口
聞
と
の
聞
に

一
八
g
の
差
異
あ
り
。
従
っ
て
評
慰
に
於
て
一
八
黙
の
差
異
を
示
せ

H

と
も
差
支
払
仏
し
と
見
る
ペ
し
。

(3) 

千

粒

重

千
粒
重
も
亦
等
紐
と
密
接
の
関
係
に
あ
る
と
と
既
報
に
同
じ
。
そ
の
大
た
る
も
の
程
等
級
上
位
陀
し
て
、
千
粒
重
の

g
搬
を
以
て
そ
の
評

離
と
た
す
と
と
可
た
り
と
す
。

(4) 

重

比
小
委
粒
の
比
重
も
亦
等
級
と
密
接
の
開
係
に
あ
り
。
等
紐
上
位
の
も
の
は
比
重
は
犬
な
る
と
と
曾
ふ
迄
も
無
し
・

量

(6) 

分

合

水
水
分
合
量
は
、
等
級
と
密
接
の
閥
係
な
し
・
と
れ
是
迄
の
研
究
に
同
じ
。
水
分
合
量
は
最
も
肝
要
な
る
項
目
な
れ
H

と
も
、
各
試
料
共
に
よ

く
乾
燥
せ
ら
る
L
が
故
に
、
等
級
乞
左
右
す
る
に
至
ら
歩
。
何
れ
も
水
分
約
一
二
%
徐
に
過
ぎ
や
し
て
、
よ
く
乾
燥
せ
ら
る
L
を
認
む
る
た

り(6) 

歩

A o 

製

掛小
夜
の
信
伏
と
機
査
等
級
と
の
関
係
に
就
き
て•• 

一
七
九
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第
四

表
小
~
の
水
分
・
乾
数
量
・
製
粉
歩
合

水
分

分
量

(
%

)
製

粉
歩

合
(

%
)

車E
事k

蜜
(

%
)

府
E
署

名
品

事重
名

一
等

|
ニ

等
|

三
等

|
四

等
一

等
|
ご

等
|

三
等

|
四

等
一

等
|

二
等

|
三

等
|

四
等

茨
場

自
1E 

12.句
12.3) 

1
2.41 

12.D1 
fJl4

 
fJl2

 
6
6.8 

回
.
4

7.62 
7.4色

&
匂

7.70 

千
• 

農
林

七
蛾

1
L
5
5
 

12.
16 

1
L '

n
 

12.回
66.9 

部
.8

65.
5
 

64.6 
9.20 

9.
8
0
 

10.14 
9
綿

12.64 
1
2.5

9
 

一
12.関

旬
.2

6
7 .5 

一
65.7

 
6.90 

7.12 
一

6.87 

御
奈

JII
補

問
12.24

 
一

『
ー

一
町
'.2

一
一

一
8.35 

一
一

一

色
~
ル
守

一
1
2.8

4
 

一
1
2.回

一
fJl.7 

66.& 
一

7.
倒

一
7.59 

東
.

E孟
埼

玉
二

七
統

12.88 
12.回

12.百
12.

伺
69.9 

69.2 
印

.4
fJl.9 

7.05 
7.
国

7.田
7
，凶

ま脅
宝

白
建

摩
埼

{
量
E

12.51 
12.01 

12.14 
12.34 

6
7.4 

回
.3

侃
2

64.9 
8.23 

8
4
6
 

8.6
7
 

8.48
 

w
 
木

関
取

12.句
12.15 

11.71 
12.13 

飴
.
3

-
飴
.0

伍
.8

臼
2

7
4
6
 

7: 河
7.80 

7・5
4

苦手
馬

埼
玉

二
七

蹴
12.7

6
 

12.65 
12.74 

1
2.7

2
 

69.6 
伺
.8

67.8 
6
6 .9 

6.
9
&
 

守
.
硝

7.
制

7.
卸

最
高

12.回
12.84 

12.
7
5
 

回
.2

槌
.
4

67.9 
9.
却

9.80 
10.14 

9 .46
 

量量
低

1
L回

1
2.111 

11.71 
1
2.0

1
白
'.3

6
6.0 

65.5 
倒
.2

6
羽

7.12 
7.田

6.87 

平
均

12.
34 

12.
4
2
 

払
25

ロ
.41

I
 f11

.9 
関

.9
随

.8
66.1 

7.72 
7.95 

8.41 
7:/5 

献
納

笠
側

4
帆

Q
量

供
ぬ

品
。

糊
単

ト
暗

記
，

r¥! 
Q
齢

榊
笠

モ
必

鳩
山

崎
お

。
在

費
巴

得
制
8
区

制
吋

E
Y
輔
君
臨
来
\
~
蛍
f
F
3
S
Q

.J.ì宅:iI
H
<
~
t
Q
~
霊
~
~
均
，
~
 11制

令
j
~

Jo()_~'OIP~'=-'.-\Jl~
(.c。

S
鮮

議
制

#
鑑
制
~
.
.
輔
霊
￥

1.倒
Q
~
~
~

tQω
穏
命
令
J
ド
，

111' 
gr
砂
暗
記
名
ド
宥
P
ド
諏
刷

Q
司、・骨

U
"
'
Q
olQ-C¥

O
，tJ

Q
J
J.-¥Ji!*組向

4



報
告
し
た
る
鹿
な
り
。
不
充
賓
粒
に
於
℃
は
澱
粉
の
蓄
積
不
十
分
に
し
て
』
蛋
白
質
合
量
が
大
な
る
に
よ
る
〈
し
・
製
.
ハ
シ
に
は
歎
質
。
多

量
に
含
ま
る
と
と
肝
要
な
れ
ど
、
此
乾
歎
量
の
多
少
を
以
て
等
級
に
差
を
附
く
る
と
&
は
右
試
料
に
が
、
て
は
藩
営
な
ら
歩
。

穴
、
等
級
決
定
の
規
準

右
の
賓
胎
に
於
て
は
、
現
行
等
較
に
聞
係
深
き
は
爽
雑
物
歩
合
、
異
猷
〈
他
作
物
種
子
を
も
含
む
〉
粒
数
、
容
積
重
、
千
粒
重
、
.
比
重
、

製
粉
歩
合
等
た
る
が
、
就
中
最
も
密
接
た
る
関
係
あ
る
は
異
快
粒
徴
、
容
積
重
、
千
粒
重
な
り
。

著
者
等
は
従
来
小
委
の
等
組
を
決
定
す
る
重
要
項
目
ー
と
し
て
、

ω-般
的
外
観
性
般
、

ω容
積
重
、
初
予
粒
重
を
掲
げ
た
り
。
惟
ふ
に
一

般
的
外
観
性
扶
は
最
も
重
要
項
目
な
れ
ど
、
主
観
的
応
決
定
す
る
故
に
、
個
人
差
を
来
た
す
と
と
及
び
と
の
評
鞍
が
等
級
の
犬
欝
を
決
定
す

る
と
と
を
怯
鮪
な
り
と
す
・
よ
っ
て
一
一
般
的
外
観
性
株
の
代
表
と
し
て
異
扶
粒
敬
を
以
て
す
れ
ば
、
或
は
可
た
ら
ん
か
。
邸
ち
失
の
一
一
一
項
に

よ
っ
て
静
舶
を
附
け
ん
と
す
。

(1) 

粒

霊敷

So 
t' 0 

Z3 
f!O rD 

三義
章 T
11 "2 

宜'sf 、d
-;; '.11. 

毒詩
句異

爽扶
雑草き

均英

建E
乾 主
燥李
比
重

粧
質
等
を
示
す

具

欣

(2) 

..... 
乍F

積

(3) 

重〈

g
数
V
H
H
粒
の
犬
小
、
充
賞
、
粒
揃
等
を
一
不
ず
。

手

粒

試
に
右
三
項
に
よ
9
て
、
前
に
調
査
せ
し
試
料
に
附
慰
す
れ
ば
、
第
五
表
の
如
し
・

第
五
表
に
よ
れ
ば
、
調
査
せ
L
試
料
の
等
級
と
評
貼
と
は
例
外
注
く
一
致
せ
る
を
認
む
。
而
し
て
此
方
法
に
よ
れ
ば
、
全
部
機
械
的
に
定

む
る
が
放
に
、
主
観
的
個
人
差
を
除
き
得
る
長
所
あ
り
。
か
く
一
般
的
外
観
性
献
を
代
表
し
て
異
般
粒
敏
左
以
て
せ
ば
、
甚
だ
使
去
る
が
、

A
V
E
置
の
館
総
主
検
査
等
級
、
と
の
聞
係
に
砥
ぎ
て

八



小
委
の
悠
然
、
と
織
査
等
級
と
の
関
係
に
就
き
て

八

小委の評動

品種 等 級 1マ∞gE申ヂの容肌慎重・g 千位置
合計g 

茨 一等 -3  +却5 +24 沼6

域 二等 ー1 +198 +24 221 、

白 三等 -9  +1担 +22 広16

爽 四等 -19 +1回 +~ 189 

葉千 一 等 -1  +194 +35 22B 

農林
二等 -1  +189 +34 222 

三等 -3  -←189 +卸 216 
，じ
蛾 四等 -8  +J84 +29 ~ 

靭埼玉 一等 -3  +広沼 +43 243 

奈ご ご等 -3 +192 +38 227 

川七盟理 四等 -11 +174 +36 1叩

東埼 一等 -2  +1昭 +37 包7

玉 二等 -5  +192 +お 223 
一
一 三等 -7  +1回 +沼 ~í!l 七

京競 四等 -14 +174 +31 191 

埼白$ 一等 -7  +199 +23 215 

JJ.. 二等 -8  +197 +23 212 
『司r

三等 -13 +192 +19 198 
一

玉現 四等 -18 +186 +19 1f!l 

街 一等 -1  +~4 +25 228 

木 二 .等 -5  +19o +勾 214 、

開 三等 -6  +192 +~ 206 

取 四等 -5 +187 +18 2∞ 

苦手埼 一等 +却1 +42 241 
玉 ニ等 -3  +1田 +40 23D 
ー一 三等 -12 +190 +39 217 
七

馬甥 四等 -13 +177 +35 199 

第五表
尚
之
に
つ
き
で
は
研
究
を
要
す
る
な
り
・

失
に
っ
こ
、
一
一
一
、
四
等
を
決
定
す
る
に
は
方
一
-
一
項
目
に
つ
き
で
、
そ
の
規
準
を
設
く
る
を
便
た
り
と
す
。
そ
の
規
準
は
品
種
に
よ
り
、

或
は
地
方
に
よ
り
て
自
ら
異
る
ペ
し
・
億
り
に
此
試
験
に
用
ひ
し
聞
東
七
府
臓
に
つ
き
で
規
準
を
定
む
れ
ば
次
の
如
し
・
但
し
僅
少
の
賓
験

例
に
過
ぎ
ざ
る
が
放
に
、
貰
際
に
は
遁
営
に
そ
の
規
準
教
を
決
定
す
れ
ば
可
た
り
。

賓
際
に
於
て
は
‘
試
料
の
一
般
的
外
観
性
般
を
附
黙
す
る
と
と
必
要
歓
〈
べ
か
ら
ざ
る
と
と
る
る
ペ
し
・
然
る
時
は
、

二
唄
を
加
ふ
る
も
可
左
り

E
す
。
そ
の
規
準
は
第
六
表
に
掲
げ
た
る
が
訓

L
。

一
般
性
般
と
し
て



準

品 穣 等 級
1∞g申の

1/叩 |千粒霊 一(般肉眼住〉炊
嬰炊粒敏

一 等 6粒以下 家氾g以上 42g以上 90以上

埼 玉二 七蹴
二等 10粒以下 19O9以主 38g以上 80以上

三等 20粒以下 180g以上 35g以上 70以上

告奈 i)四等 3l粒以下 170g以上 aJg以上 60以上

等外 30粒以上 170g以下 30g以下 回以下

鵬白
Ji 一等 6粒以下 2∞g以上

取 二等 10粒以下 1959以上 Z3g以上 旬以上
自#'ルマー蛾

信
さ三 等 20粒以:f 100g以上 卸g以ー上 悶以上

四等 3l粒以下 1即g以上 18g以上 釦以上

等外 30粒以上 1回g以下 18g以下 60以下

一等 6粒以下 1959以上 35g以上 90以上

農桃七甥
二等 10粒以下 1909以上 33g以上 80以上

三等 20位以下 185g以上 30g以上 70以上
千 Z廃

四等 30fIL以下 四旬以上 却g以上 60以上

等・外 30位以上 1釦g以下 却g以下 印以下

ヲ

規級等第六表

本
庄
氏
が
調
査
し
た
る
試
料
中
、
岡
山
鯨
及
び
兵
庫

臓
の
新
中
長
、
徳
島
牒
の
江
島
榊
力
、
高
知
臓
の
賓
浦

鳥
取
臓
の
伊
賀
筑
後
に
つ
き
て
等
般
規
準
を
説
く
れ
ば

第
七
表
の
如
し
・
但
し
試
料
敷
少
き
放
に
、
只
参
考
に

掲
ぐ
る
に
過
ぎ
歩
。
賓
際
に
於
で
は
多
く
の
試
料
を
用

ひ
て
決
定
す
る
を
要
す
。

要
す
る
に
、
本
邦
に
於
て
小
褒
の
等
級
決
定
の
規
準

を
作
ら
ん
と
せ
ば
、
地
方
別
に
直
分
し
、
且
つ
そ
の
地

方
の
代
表
的
品
種
の
各
に
つ
き
で
、

一
K
そ
の
闘
関
紙
粒

敷
、
容
積
草
、
千
粒
重
及
び
一
般
的
性
般
を
調
査
し
て

各
等
に
相
官
ず
べ
き
規
準
を
設
く
れ
ば
可
た
り
と
云
ふ

ぺ
し
・
而
し
て
、
此
事
は
本
庄
。
氏
の
述
ペ
し
虚
に
同

巳
右
の
等
般
規
準
に
於
て
は
、
水
分
合
量
を
直
接
に
測

ら
や
し
て
、
そ
の
容
積
重
に
よ
っ
て
間
接
に
測
る
方
法

さ
れ
"
と
浦
洲
の
今
日

に
よ
り
た
る
は
、
本
邦
の
小
委
は
概
し
て
よ
《
乾
燥
し
て
、
等
級
に
よ
り
て
水
分
に
一
定
の
差
異
た
き
が
矯
め
た
り
。

小
耳
置
の
住
銀
と
敏
査
等
級
ー
と
の
関
係
に
就
き
て

一八一一一



4
F
E
置
の
笹
依
t
C
憧
軍
事
且
等
級
と
の
商
担
聞
に
磁
き
て

準

品種 毒事 級 1異∞飲g中粒叡の 114L震g キ粒蜜 g 一〈般肉眼信〉伏

新
一等 6粒以下 加2g以上 32g以上 90以上

二等 10段以下 気幻g以上 3)g以上 卸以上.

中 三等 釦粒以下 1鉛g以上 28g以上 70以上

長
四等 卸位以下 1929以上 'Zlg以上 旬以上

等外 3)位以上 1929以下 'Zlg以'F 60以下

江
一等 10粒以下 却5g以上 おE以上 ~以上

島
二等 釦粒以下 2α19以上 32g以上 80以上

面申
三等 即位以下 19o9以上 31g以上 '70以上

四等 40位以下 1ωg以上 30g以上 60以上
iJ 

等外 40靴以上 19旬以下 3)g以下 60以下

望E
一等 10粒以下 200g以上|均以上 釦以上

二等 20位以下 1おg以上 34g以上 so以上

三等 30粒以下 1909以上 32g以上 70以上

告首
四等 40粒以下 185g以上 釦g以上 60以上

害事 ~ 40位以上 1街g以下 釦g以下 釦以下

伊
一等 5粒以下 2iJ1g以上 3sg以上 90以上

二号事 10粒以下 釦3g以上 34g以上 80以上
貿

三等 15粒以下 2氾g以上 33g以上 70以上
筑

四等 20粒以下 1959以上 32g以上 回以上
後

等外 20粒以上 1959以下 沼g以下 60以下

一
八
時

規蔽等第七表

に
於
て
は
、
穀
物
の
水
分
は
最
も

重
要
な
る
事
項
怠
る
が
故
に
、
等

設
に
伴
ふ
水
分
合
量
の
規
準
b
L
定

む
ぺ
き
も
の
な
り
。
ア
メ
リ
カ
ム
ロ

家
園
に
於
て
は
小
委
の
等
経
と
水

分
と
を
戎
の
如
〈
定
め
た
り
。

等級 1:*æ~1
" 一等 14.0 

ニ等 、14.5

三 等 15.0 

四 等 16.0 

五号事 16.0 

本
邦
は
ア
メ
り
カ
に
が
、
け
る
よ
り

に
、
更
に
よ
く
乾
燥
す
る
を
必
要
と
ナ
る
の
み
な
ら
や
、
現
在
水
分
合
量
は
少
し
。
例
へ
ば
此
研
究
に
於
て
平
均
二
一
・
一
一
一

μ、
本
庄
氏
の
調
査

も
貯
戴
保
管
の
鎌
件
不
良
な
る
故

せ
し
も
の
に
於
て
も
平
均
一
一
・
八
必
な
り
一き
。
さ
れ
ば
本
邦
の
世
帯
情
に
於
て
は
共
の
如
く
等
般
に
伴
ふ
水
分
の
規
準
を
定
め
て
可
た
ら
ん
。

小
菱
の
製
粉
歩
合
は
等
級
決
定
の
重
要
項
目
念
れ
ど
、
幸
に
之
は
容
積
重
、
千
粒
重
及
び
比
重
と
密
接
の
蹄
係
あ
り
O
H
V
O

就
中
容
積
重

は
製
粉
歩
合
に
最
も
緊
密
の
相
関
闘
係
あ
る
が
故
に
、
容
積
重
並
に
千
世
重
を
調
査
評
賦
す
れ
ば
、
白
か
ら
そ
の
製
品
怖
歩
合
も
静
離
せ
ら
れ



等 級

一 等 12%以下

二 等 12.5%以下

三 等 13%以下

四等 14%以下

等外 14%以上

庄

居
る
た
り
。
首
所
に
於
て
中
湾
、
本
庄
氏
等
が
小
委
の
品
質
に
つ
き
て
研
究
し
た
る
時
に
、
そ
の
小
委

の
容
積
重
並
に
製
紛
歩
合
に
つ
き
て
調
査
し
た
る
結
果
あ
り
。
今
そ
の
数
字
を
用
ひ
て
容
積
重
と
製
粉

歩
合
と
の
相
閥
係
敷
逆
算
出
し
た
る
に
(
渡
謹
行
弘
氏
計
算
〉
弐
の
如
し
。

一
三
品
種
八
試
料
:
・

1
0・
5
E急凶

中

揮

氏

氏

一
一
一
一
品
種
三
八
試
料
:
・
4
H
4
。.色。仲。・

2叶

同

七
品
種
二
八
試
料
:
・
4
0
0
・笥仲。・

3

一
八
品
種
八
O
試
料
:
・
4
E。・旨
ωuro・2ω

本同

摘

要

て
本
試
験
に
於
て
は
昭
和
三
ハ
年
に
茨
披
、
千
葉
、
神
奈
川
、
東
京
、
埼
玉
、
栃
木
、
群
馬
の
七
府
臓
の
農
産
物
検
査
所
よ
り
容
般
せ
ら

れ
た
る
小
奪
三

O
試
料
に
つ
き
て
、
小
委
の
性
献
と
現
行
等
般
決
定
と
の
聞
係
を
研
究
せ
り
。

二
、
嘗
所
に
於
け
る
以
前
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
小
葬
の
現
行
等
般
に
最
も
密
接
な
る
開
係
あ
る
は
、
間
一
般
的
外
観
性
快
、
仰
容
積
重
及
び

m
w
予
粒
重
た
り
.
比
重
之
に
弐

e.
水
分
合
量
並
陀
成
分
は
等
般
に
閥
係
無
か
り
き
。

三
、
此
試
験
の
結
果
も
以
前
の
結
果
&
同
様
に
し
て
、
現
行
等
級
に
密
接
の
闘
係
あ
る
は
、

ω爽
雑
物
歩
合
、

ω異
般
粒
数
、

mw
容
積
重
、

川
開
予
粒
重
、
仰
比
重
、
加
w
製
掛
歩
合
等
・
な
る
が
、
水
分
合
茸
並
に
乾
数
量
は
等
級
に
閥
係
な
し
。
就
中
等
級
に
最
恵
密
接
な
る
聞
係
あ
る

は
国
興
味
粒
致
、
容
積
軍
及
び
千
粒
重
取
り
。

-小
畠置
の
筆
紙
と
憧
理
事
且
等
級
と
の
閣
僚
に
就
き
て

一
八
五



小
委
の
健
燃
と
検
査
導
級
と
の
関
係
に
就
き
て

四
、
依
り
て
小
委
の
等
紐
を
決
定
す
る
に
は
、
簡
単
に
共
の
一
一
一
項
を
以
て
す
れ
ば
足
れ
り
。

(1) 

数
H
H
一

o
o
g中
の
異
欣
粒
撒
の
1
一2
を
負
教
と
し
て
附
賭
す
。

異

欣

字企

(2) 

'*' τr 

重

E
Z
E
F又
は
と
ど
台
、
の
切
叉
は

g
教
を
以
て
附
離
す
1

積

(3) 

重

n
g敷
を
以
て
附
貼
す
・

五
、
賓
際
に
於
て
は
‘
各
地
方
別
代
表
品
種
に
つ
き
で
、
右
三
項
目
の
規
準
乞
設
け
て
、
此
規
準
に
上
。

千

粒

設
け
て
、
併
せ
て
審
査
す
ペ
し
・

て
等
経
を
決
定
す
ベ
し
。
向
肉
眼
に
よ
る
一
般
性
肢
を
も
一
項
と
し
て
拳
ぐ
る
時
に
は
、
之
が
規
準
を

/ 

六
、
規
準
例
は
下
衰
の
如
し
。

文

猷

(1) 

第
一
報

昭
和
一
二
年
一
二
局

大
属
官
、
小
委
、
大
一
豆
、
表
護
等
農
産
禄
貨
の
等
級
機
査
に
就
き
て

迂
薗
四
百
同
太
郎
・
高
鳴
隆
平
・
寺
坂
俗
説

農
事
研
究

修
二
七
容

八
九
1
一
二
五
頁

(2) 

同
議

一
八
六

i-
一一一二頁

昭
和
一
四
年
一

一
刃

問
題

第
コ
二
忽

近
藤
高
太
郎

第
二
報

(3) 

敏

小
委
の
品
質
に
闘
す
る
研
究
(
岡
〉
小
委
の
等
級
検
査
と
小
餐
ロ
田
町
民

二一一

i
一三一一一良

中

海

昭
和
コ
一
一
年
一
一
一
周

(4) 

同
誌

第
三
二
容

盆
雄

小
委
の
検
査
等
級
と
品
震
と
の
関
係
に
就
て

第
一
一
概

本
庄

，"，5) 

同
誌

題

修
一
一
級

第一-一三容

周

凋

同
誌

第
一
コ

o
g

一一一六
l
-
一
六
六
頁

二一

-ot一
一
閃
九
貰

品
穂 |同等 級引|鍛臨zおa判Uψ|ドい11/4ν仰向/川4

、
一等 6粒以下 200g以上 4旬以上 釦以上

埼 玉二七貌
二等 10位以下 1田g以上 38g以上 回以上

三等 20粒以下 1即g以上 35g以上 70以上

(5奈 i)四等 30位以下 170g以上 卸g以上 回以上

等外 四位以上 170g以下 釦g以下 60以下

昭
印
刷
一
六
年
一
一一
足

昭
和
一
七
年
一
周



(6) 

同

小
委
の
品
質
に
闘
す
る
統
計
的
研
究

、、

定
割
省
副
軒
・
柄
由
品
費
に
よ
る
業
・

其
三
三

-
小
裂
の

笹
山
肌
と
償
責
等
級
と
の
開
銀
に
就
て

同
議

第
一
二
三
容

吋一
O
凡
l
一
二
九
頁

昭
和
一
七
年
一
周

ハ
昭
和
一
八
年
三
周
一
五
日

大
原
農
業
研
究
所
)

一a八七


